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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第５回栃木東部地域会議 

開催日時 令和５年８月２４日（木）１９時 開会  ２０時５分 閉会 

開催場所 国府公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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A 委員 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 議事 

栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により、出井会長による議事進行。 

<本日の出席委員数の報告> 

本日の出席委員１２名（委員総数１５名） 

過半数以上の委員の出席であるため本日の会議は成立 

 

（１）地域予算提案事業について 

・資料１に基づき説明。市内や近隣市の自治会案内標識の設置事例、関東ふれ

あいの道の活用事例、下野国庁跡への地域予算の活用について説明。 

＜質問＞ 

・前回会議で、大宮地区で子ども食堂を開催する動きがあると聞いたが、進捗

状況等はどうか。 

・当初、子ども会育成会が中心となり開催したらどうかという話をしたが、や

りきれない、やれる体制がないとの事だった。そのため、大宮地区まちづく

り協議会が主体となり実施するか、今度役員会を開いて協議する。子どもと

高齢者を対象としたイベントを予定しており、子どもには勉強を教えたり一

緒に遊んだり、高齢者にはフレイル予防などの取組みを行うなど、地域包括

支援センターやボランティアなど多くの協力を得ながら実施したいと考え
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ている。名称は子ども食堂ではなく、「大宮ふれあいレストラン」などを予定

している。大宮まちづくり協議会の予算で始めるが、予算もなく、地域会議

からもソフト面の事業として補助していただけると大変助かる。実施時期は

９～１２月くらいは他のイベントがあり忙しいので、来年１月後半くらいを

考えている。 

・本日午前中に私が参加した担当者会議があり、地域予算を活用した子ども食

堂が実施可能かどうか議論した。地域予算のルールとして補助金は不可であ

るので、市からＮＰＯ法人等への事業委託という名目なら実現可能ではない

かという意見が出た。今後さらに議論する必要性があるとは思うが、引き続

き検討したい。 

・子ども食堂の実施について、１月実施に向けて９月早々にも地域政策課や保

健福祉部など関係各課に相談に上がりたい。 

・資料１－３について、文化課からの回答に下野国庁跡はまだ発掘調査中とあ

るが、開始から３０年以上も経っているがどこが実施しているのか？ 

・発掘調査は県と市で合同でやるものと聞いているが、進んでいない。終わら

ないと舗装など地質に影響を与える可能性のある工事は行えないと伺った。 

・事務局提案となるが、栃木西部地域会議で実施した事業で、「観光リーフレッ

ト作成事業」があるが、それの栃木東部版を作成したらどうかと提案する。

大宮と国府で１枚でも良いし、それぞれ別で作成しても良いと思う。地域未

来ビジョンで位置づけしたように、まちづくりのテーマで「歴史・文化が息

づくまち栃木東部地域」とあるので、地域の魅力を発信し、観光客を呼ぶ事

業として取り組んでも良いのかなと思い、提案する。公民館に勤務して、た

まに来館者に求められる事もあり、全市的な観光パンフレットはあるが地元

の物は無いなと思っていた。以前、国府地区では史跡を図示した文化財マッ

プを国府地区まちづくり協議会で作成したので、史跡や思川などの観光資源

や、食事処などを含んでも良いと思うので、ソフト事業として作成するのも

良いのではと思う。 

・地域外の人に魅力を発信する前に、地域内の人々に魅力を知ってもらう事か

ら始めたら良いのでは。 

・大武委員から提案のあった、高齢者１人世帯に対する支援活動について、こ

ういった活動は社会福祉協議会や民生委員などで同様の活動はしていない

のか？ 

・大宮地区民生委員協議会では、年末に高齢者の安否確認を兼ねてお餅やみか

ん、マスク等の配布やお楽しみ会などを開催し、支援をしている。市広報９

月号の P６－７にその様子が大きく掲載されている。 

・国府地区民生委員協議会では高齢者１人世帯に配食サービスとして年２回イ

ンスタント食品など 1,000 円相当の品を配布している。しかし、自分で買い

物ができる方からは迷惑がられたりするなど、個別に合わせるのが難しい。 

・私が参加した担当者会議で、社会福祉協議会の方が出席し岩舟町の取組事例

の紹介があり、高齢者へのサービスを社協で手伝い出来る旨の申し出があっ

た。高齢者への支援を検討するのであれば、活用するもの一手かと思う。 
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・地域包括支援センターに依頼し、地元自治会ではつらつ教室として軽運動な

どを実施しているが参加者が集まらない。１２５世帯あって２～３人。お年

寄りは病院などで忙しいようだ。 

・自分の自治会でも７年前にボランティア団体を立ち上げて、毎週土曜日に公

民館であったか体操や映画の上映などをしている。以前はバスを借りて他市

まで史跡見学などにも行ったりしていた。 

・何でもそうであるが、ただチラシを配布しただけでは人は集まらないので、

人づてに集めるなどの工夫が必要である。参加してみて初めて楽しみが分か

り、次に繋がったりする。 

・８月に大宮公民館でサマーフェスタを実施して、地区社協も参加させてもら

った。参加者は１００人越えの盛況であった。実施するにあたり色々な苦労

があったが、この時代でも人の繋がりが出来るんだなと実感した。 

・社会福祉協議会に協力を依頼すると、このような取組みがし易いと分かりま

した。今後も引き続き検討したいと思います。 

 

４ その他 

・次回の開催予定について 

第６回会議 令和５年９月２８日（木）午後７時（大宮公民館） 

 

 

 

 

５ 閉会 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時５分） 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 出井 康夫    副会長 柏崎 桂二 

委 員 飯島 初枝    委 員 大木 泰正 

委 員 大武 真一    委 員 大和田真衣     

委 員 篠原 幸江    委 員 島田 研 

委 員 長  全高    委 員 森  寛 

委 員 梁島あけみ    委 員 和久井賢司 

 

<欠席者（委員）>   

委 員 大橋 哲夫    委 員 名倉 万里     

委 員 藤本 和夫 

     

 

 

<事務局> 

牧野 知之  （栃木東部地域まちづくりセンター所長兼国府公民館長） 

北平 雅章  （大宮公民館館長） 

田中 賢太  （国府公民館主査） 

 

 

<その他出席者> 

 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 事 

(1) 地域予算提案事業について 

 

４ その他 

・次回の開催予定について 

 

 

５ 閉 会 

 

 

<配付資料一覧> 

・ 地域課題の提案について 資料１ 

・ 自治会案内標識の設置事例 資料１－１ 

・ 関東ふれあいの道について 資料１－２ 

・ 下野国庁跡への地域予算の活用について 資料１－３ 

 


